







れた文化財である。文化財保護法第 2 条第 1 項







































































































































































（2014）4 月 1 日，現在，国が指定した「名勝」の
内訳は，表 1 のように，庭園207件，公園10件，
橋梁 2 件，花樹14件，松原 6 件，岩石・洞穴14
件，峡谷・渓流34件，瀑布 9 件，湖沼 3 件，浮
島 1 件，湧泉 1 件，海浜36件，島嶼 9 件，砂嘴
1 件，温泉 2 件，山岳16件，丘陵・高原・平原































分　類 件　数 分　類 件　数 分　類 件　数 分　類 件　数
庭園 207（24） 岩石・洞穴 14 湧泉 1 山岳 16（2）
公園 10 峡谷・渓流 34（5） 海浜 36 丘陵・高原 2
橋梁 2 瀑布 9 島嶼 9（2） 平原
花樹 14 湖沼 3（1） 砂嘴 1（1） 河川 1


































































































































































































































































Symposium on the Application Strategy of 
Scenic Site for Expand the Right to Enjoy 
Culture」に お い て，筆 者 が「Tourist respect 













































































































































阪南論集　社会科学編 Vol. 51 No. 3
地域に及ぶこと，ステークホルダ （ーstakeholder）
が多岐にわたること，地種区分が高度に細分化さ
れていること，そして継続して改訂を重ねている
こと，などの諸点から，今日における名勝の保存
管理計画の水準の一端を示す上で極めて重要な事
例といえる」と評価している。平澤毅（2011）「日本
における名勝の保護─保存と活用，その方策と動
向─」『韓・中・日　国際ワークショップ〈名勝保
存と活用方案〉』國立文化財研究所66 ～ 67ページ
26） 前掲注11）
27） 吉兼秀夫（2015）「地域のへそくりの作り方，活か
し方」『日本観光研究学会関西支部発表資料』，5
ページ
28） 本稿で取り上げた錦帯橋と松島の『保存管理計画
書』は，2008年，2010年に策定されたものである。
今後，策定される『保存管理計画書』には，このよ
うな観点からの記述もなされる可能性が推測され
る。
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